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文 化 史 学 習 の 方 法 論 的 考 察
一中学 校社 会科歴史 を事 例 として－
A Study on the Teaching' Method of Cultural History
:in the Case  of History in Social Studies for Junior Ｈiｇｈ School
Ｉ　 はじめに
社会科教育 の目的のひとつが，社会認識能力 の育成
であるとするならば，中学校社会科歴史的分野では社
会認識を担う各時代の時代構造や社会構造を明らかに
することが求 められる。そのためには，時代像をイメー
ジ豊かに描くことが必要である。文化の側面から歴史
を考察してい く場合，時代を代表する高度な文化のみ
に着目して学習をすすめたならば，非常に狭小な時代
像しか描くことができない。しかし，その時代に生き
たさまざまな人々が育んだ文化の諸相に目をむけ，学
習をすすめたならば，はるかに豊かな時代像を描くこ
とが可能であり，また，なぜそのような文化が展開さ
れたのかについて考察することによって，時代構造の
本質に迫ることができるといえる。
本研究 は，政治史中心に展開されがちな中学校社会
科歴史の流れのなかで，一般に知識の羅列的伝達に陥
りやすいといわれている文化史学習を社会科歴史の立
場から改善していくことを目的としている。そのため
これまで行われてきた文化史の内容と方法の分析を通
して，改善への課題を明らかにし，その成果に基づい
て，各時代の時代構造や社会構造に迫り得る社会科歴
史としての文化史学習の授業構成を行いモデルを提示
する。
Ｈ　指導要領社会科における文化史の内容の変還
ここでは，指導要領各期の文化史に関する記述を中
心に「指導書」，教科書の記述も援用しつつ内容分析
を行い，各期の文化史の性格を明らかにすることで変
還をあとづける。さらに社会科歴史の立場から問題点
を指摘し，新しい文化史学習構想への課題とする。
1. 各期の性格
内容分析をとおして，文化の内容を表層文化，基層
文化，物質文化の３領域に分類し，取り扱いの特徴を
示したものが次に示したＡ表である。
第１期　社会を理解するための文化史（昭和20年代）
この時期の歴史教育は，一般社会科と日本史の二本
（Ａ 表 ） ○ は，
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最も重視　○は，比較的重視を表わす
時期区分 第１期 第２期 第 ３期
指導要領
文化領域
22年版 26年版燉 33年版 44年版 52年版 平成版
表層文化重視 ○ ○ ○ ○ ○ Ｏ
基層文化重視 ○ Ｏ ○ ○
物質文化重視 ○ ○
立てで行なわれている。 22年版では，基層文化重視，
26年版一般社会科および26年版日本史では，表層文化
重視と，重点の置き方が変わった。また，一般社会科
では。現代社会の理解，日本史では，各々の歴史社会
の理解のための手段として文化史の内容が選択されて
いる。 22年版においては生徒がもつ諸経験の歴史的意
味や，歴史的由来を把握させるために文化の概念を広
く求め，身近な文化事象から多 くの内容を選択し，歴
史的吟味や考察をさせることを重点とした。 26年版で
は，文化の概念を狭義にとっている。そのため，一般
社会科では，主に，普遍的価値の高い文化を通して文
化の社会的役割や，文化発展の一般的要因，日本文化
の独自性などを理解させようとしている。日本史では
一般社会科よりも歴史的視点が強調され，原始･ 古代・
封建・近代・現代の各社会の特徴をとらえる内容が提
示されている。文化史の内容 も，その時代を代表する
文化や，その文化の推進者たちの生活文化等をとりあ
げ，素材としている。
第２期　歴史理解のひとつの窓としての文化史
(昭和30 ～40年代)
昭和30年版より，歴史教育は，中学校社会科歴史的
分野として一本化された。昭和30～40年代の文化史は
政治史を中心とした通史学習のなかに位置づく。また
歴史の総合的理解をめざすため，文化史は，政治・経
済・社会と並ぶ，歴史を構成する一要素として取り扱
われる。通史は，政権所在地による時代区分に基づく
政治史を中心として，ほぼ年代順に展開され，文化 も
政権所在地に対応した文化的先進地の表層文化が中心
となり，時代の特徴を理解するひとつの窓として文化
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史の学習がなされるようになった。文化史教材の範囲
は，33 年版が狭義 の文化を意図していたのに対して，
44年版では，民衆 の生活文化まで含めた広義の文化を
意図して内容を構成しようとする理念を もっていた。
内容は豊富で，知識習得を主眼に置いた文化史ともい
える。
第３期　身近な地域の生活に視点を置いた文化史
（昭和50～平成期）
従前の政治史中心の通史的構成から，歴史の舞台の
強調・地域との関連の重視・生活の視点の浮き彫りと
いった要素も取り入れ，歴史の学習が，身近に具体的
に展開できるように再構成された。 文化史 の内容 は，
従前と同様の表層文化中心の構成であるが事項の羅列
は改善されてきている。近世後期以降は「地方の生活
文化」が付け加えられた。現代社会に伝わる生活文化
のルーツを探ること， その素材を身近な地域に求める
ことにより，観念的に流れがちであった文化史を具体
的に実感できるものにしようとする意図が見 られる。
これは，22 年版の文化史の内容選択の方法を再認識し
たものであるといえる。また，生活文化を重視するう
えで，民俗学の成果の活用，民俗資料館・博物館の活
用等が示唆され，調査活動・作業活動重視の文化史と
もいえる。有効に活用できれば，内容過多 のために知
識伝達に流れがちであったこれまでの一般的な文化史
の学習ではなく，地域の特性を生かした課題解決的な
学習を創造する糸口となしうる。
２， 問題点
（1） 基層文化をとらえる時間と空間の輻の狭小性
22年版および52年版以降でも，生活文化＝基層文化
の内容の範囲が，時間的には近代から近世まで，空間
的には郷土を中心とした狭い範囲にとどまっている。
文化を通して豊かな歴史像を描くためには，時間と空
間を広くとらえた文化史の学習が必要である。
（2） 文化創造の地域性への視点の欠如
26年版以降の文化史は，歴史の中央の舞台での表層
文化を中心とした文化史である。しかし，日本の歴史
の舞台は，中央だけでない。さまざまな地域のさまざ
まな人々によって展開されてきている。52年版以降の
地方の生活文化重視も，結果的には中央の歴史の理解
を容易にするための身近な歴史であって，文化創造の
地域的相対性を見るものではない。
（3） 文化創造の生活性への視点の欠如
表層文化は，エリート層の権力や天才的人物などに
よって創造されたものが多い。また，高度な精神的理
念を表現したものであり，普遍的価値が高い。しかし
そこには，歴史を形成してきた人々の生活に対する視
点が乏しい。歴史に生きたさまざまな人々の基層文化
に目を向けることも必要である。52年版以降改善され
つつあるが, (1)で指摘したように，時間的空間的に限
界がある。
（4） 単一民族国家観
日本は，「血液・言語・風俗など もす べて一体とし
てのまとまりをもち，同じ文化と伝統をもち続けて今
日に及んでいる。」1）とした民族観・国家観で歴史 的
分野は記述されている。しかし，このことは， わが国
には古来異なる伝統と文化をもった北方や南方の人々，
在日外国人が多数生活している事実とその歴史性を無
視するものである。このことは26年版以降一貫して見
られる姿勢である。
（5） 内容過多による知識の羅列的傾向
歴史を総合的に理解させるために，通史学習を通し
て順序よく，落ちなく教えることが必要となった。し
かし，このことは，内容過多を生み，羅列的な知識の
暗記を強いる傾向を助長した。文化史は，各時代の最
後に扱われることが多いため，時間不足等から，この
傾向が他の領域にもまして色濃くあらわれることになっ
た。
（6） 物質文化の軽視
物質文化の歴史は，歴史社会における諸文化の発展
を支える社会的技術の水準と深く関わっており，物質
文化の発展は，文化発展の一指標としてとらえること
ができる。しかし，昭和30年代以降は物質文化への視
点がほとんど欠落している。歴史め具体的な認識のた
めにも，人々の生活文化と深く関わる物質文化を歴史
学習全体へ位置付けることが必要である。
Ⅲ　指導事例からみた文化史学習の方法
ここでは，文化史学習の方法について指導事例の分
析を通してその傾向を明らかにする。分析の対象とし
た指導事例は, 111 事例で2)，社会科教育系月刊雑誌
の既刊行分および中学校社会科歴史的分野に関する実
践書・研究書等の文献から，文化史学習に関する指導
事例を収集・選択したものである。
工。指導 のねらいからみた文化史の方法
手段型文化史
手段型文化史は，文化を素材とし，文化以外の内容
を学ばせようとする。手段型文化史は，授業形態では
問題解決的な事例が多く，取り扱う文化領域では，基
層文化を素材とし，新しい視点から授業のねらいが組
み立てられているものが多いJ そのため，生徒がイメー
ジ豊かに時代像を描き得る授業として実践されやすい。
社会科歴史においては，社会認識を支える歴史意識を
育て，豊かな歴史像を描かせるための実践が必要であ
る。したがって，手段型文化史は，社会科歴史のねら
36  ―
いに迫る方法として有効であり，文化史学習の中核と
して位置づくべきである。 また，手段型文化史として
有効に実践できる素材としての表層文化の研究が必要
である。
（2） 目的型文化史
目的型文化史は，文化および文化以外の内容を素材
とし，文化を学ばせようとする。目的型文化史は，取
り扱う領域で は，表層文化を学ばせようとする事例が
多く，内容過多や事項の羅列的傾向もあまり改善され
ているとはいえない。授業形態では，教師主導 の知識
注入的で系統学習的な事例が多く，生徒が問題意識を
もって学習に取り組める事例が少ない。　したがって，
生徒が問題意識を持続させ，文化史の学習に取り組ん
でいけるように，ねらいを焦点化させ，問題解決的な
授業を組織していくことが必要である。文化は，人間
の営みの所産であり，歴史は，さまざまな階層の人々
の営みで形成されていく。したがって，文化を学ぶ目
的型文化史は，文化領域に分けた学習ではなく，いわ
ば「総合的文化」を学べる教材開発が必要であるとい
える。
２． 授業 展開からみた文化史学習の方法
分析対象とした指導事例をその授業展開に着目して
分類するとつぎに示す６種の授業過程に分類できる。
並列型 個別的な知識を並列させて展開する
?
?
?
?
?
集成型　　　個別的な知識を関連づけたり，取捨
選択したりして説明力の大きい知識に集成する??
深化型　　　 知識を分析し，さらに説明力の大き
い知識に深化させる
Ｑ Ａ - A' A ″
並列深化型　　　並列した個別的な知識を各々分
析し，説明力の大きい知識に深化させる
Ａ 一A' A ″
??
?
B' B ″
C'  ―c ″
集成深化型　　　 集成した知識をさらに分析し，
より説明力の大きな知識に深化させる
?
?
?
D D' ―  D
並列深化集成型　　並列深化型で到達した知識を
さらに集成することで説明力を高める
ﾉﾔ Ｄ
この授業過程類型にしたがって指導事例を分類した
ものが次に示すＢ表である。
(Ｂ表)
内容
授業過程
手 段型文 化史 目的型文化史
表層文化基層文化物質文化 表層文化基層文化 物質文化
並　列　型 ４ ２ ０ 25 ２ ０
集　成　型 １ ４ ０ ５ ０ ０
深　化　型 ４ 10 ゛ ２ 10 ５ ０
並列深化型 １ ０ ０ ９ ３ ０
集成深化型 ４ ６ ０ ５ ０ ０
並列深化集 ３ ４ ０ ２ ０ ０
指導事例の分析を通して，これまでの文化史学習の
方法として，以下のような傾向が明らかになった。
（1） 並列型
並列型に分類した事例は，33 事例で，事例全体の約
30％を占める。その中で，表層文化を学ばせるものが，
25事例と多 く，これまでの文化史学習の最も一般的な
スタイルであることを示している。学習内容は，教師
主導で順次列挙され，生徒の学習活動は，教師による
説明をきくことや示された資料等に関する発問に答え
ること等，受け身的な活動が中心となる。また，ここ
で習得される知識は，個別的・事実的な知識であるた
め，生徒の学習は，知識定着のための暗記型学習とな
りやすい。並列型授業は，文化史学習を最も形骸化す
るスタイルだといえる。
（2） 集成型
集成型に分類した事例は10事例で，事例全体の約 ９
％を占める。手段型では基層文化を素材としたものが
多く，目的型では表層文化を学ばせるものが多い。集
成型授業は，個々の学習内容から習得した個別的な知
識を共通点に着目させたり，単純に累加させたりする
ことで集成的にまとめる事例が多い。したがって，集
成された知識は，個々の学習内容と質的に変わらない
事実的な知識の域を出ず，結果的に暗記学習を助長す
るものが多い。
（3） 深化型
深化型に分類した事例は31事例で，事例全体の約28
％を占める。手段型では，基層文化を素材としたもの，
目的型では，表層文化を学ばせるものが多い。深化型
授業は，ひとつのテーマを色々な視点から分析的に考
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察させることで，生徒の問題意識を持続・発展させて
いる。
（4）並列深化型
並列深化型に分類した事例は13事例で，事例全体の
約12％を占める。目的型で表層文化を学ばせるものが
多い。並列深化型の授業は，並列された学習内容の考
察を各々深めることで説明力の大きな知識として習得
させようとする。そのため，授業のねらいに基づいた
学習内容の精選が不可欠となるが，個々の学習内容を
生徒に分析させるための視点を明確にしていないと結
局，個別的・事実的知識の羅列に陥り，並列型授業の
問題点を克服できない。
（5）集成深化型
集成深化型に分類した事例は15事例で，事例全体の
約14％を占める。集成深化型の授業は，個々の学習内
容から集成された知識をさらに分析的に考察させるこ
とで説明力の大きな知識として習得させようとする。
事例では，考察を深めさせる段階で，集成された知識
を関係的・因果的に説明可能な仮説を設定させ，それ
を明確に裏付ける資料等を活用して帰納的に検証させ
ることで，具体的な説明力の大きい知識として習得さ
せているものが多い。
（6） 並列深化集成型
並列深化集成型に分類した事例は９事例で事例全体
の８％を占める。並列深化集成型の授業は，個々に考
察を深めた知識を集成し，さらに説明力の大きな知識
として習得させようとする。しかし，考察を深めさせ
る際の個々の学習内容を分析する視点の焦点化が明確
に行なわれていなかったり，集成された知識が個々の
学習内容の共通点や特色の単純な累加によって集成さ
れた事実的知識の域を出ない知識であったりし，有効
な授業を組織できた事例はない。しかし，最も概念的
な知識に迫りうる授業過程であり，１時間の授業でな
く，小単元レベルの授業を構想する場合に有効である
といえる。
IV　小単元「平安時代の人々と文化」の授業構成
ここでは，平安時代に例をとり，文化史の内容と方
法について先行指導事例および平成５年度用社会科歴
史教科書における取り扱いについて批判的に考察し，
新しい文化史学習の授業構成を行なう。
１， 先行指導事例および教科書における平安時代
の文化の取り扱い
分析対象とした先行指導事例は，６事例で，次のよ
うな取り扱いがなされている。
貴族文化としての国風文化の内容的特徴理解に重き
を置いたものとして以下の４事例がある。
・「摂関政治と平安文化」　 原忠彦
中学校の歴史教育　1979　 地歴社
・「国風文化」　石原，樋口，横田
社会科教育法概論　1980　 南窓社
・「国風文化」　 羽渕徹
月刊歴史教育　1982　4-5　 東京法令
・「国風文化」　 内海巌
中学校社会科歴史指導の研究と実践　1958　 葵書房
文化成立の一般的要因を理解させることに重きを置
いた事例としては，次の１事例があげられる。
・「国風文化」
中学校地歴総合学習展開事例集　1982　 東京法令
また，地域の視点から都の文化との関 わりに触 れ，
その特質を探ろうとする事例としては，次の１事例が
あげられる。
・「奥州藤原氏と平泉文化」　 和賀孝
月刊歴史教育　1979　1-2　 東京法令
教科書（帝国，清水，東書，教出，大書，日書）に
おける平安時代の文化に関する内容は，各社とも平安
遷都後の最澄と空海による仏教改革に関する記述がな
されている以外は，国風文化に関する記述に集約され
ているといえる。主な内容は，次のようにまとめられ
る。まず遣唐使の停止，唐の衰えによる国際情勢の変
化，唐文化への憧れの薄れ，摂関政治の展開といった
国風文化成立の背景が記述される。そして，貴族の聞
で唐文化を消化することで生 み出された日本の自然や
生活にあった独自の文化であるという，国風文化の概
念規定が行なわれる。つづいて，国風文化の内容とし
て，かな文字の発明と発達による文学の隆盛，宮廷女
流作家の活躍，大和絵，絵巻物，寝殿造等が紹介され
る。さらに，浄土信仰成立の背景として，政治や社会
の乱れによる貴族の不安等が説明され，阿弥陀仏にす
がって念仏を唱えれば, 極楽浄土に生まれ変れるといっ
た，浄土教の教えが広まったこと等が記述され，貴族
や地方豪族は阿弥陀堂や阿弥陀仏像を造り，藤原頼通
は平等院鳳凰堂を建てた等の信仰実態が紹介される。
以上のように先行指導事例および，教科書の記述で
は，平安時代の文化は，中国文化からの独立性や日本
的特殊性を強調した概念規定による国風文化の内容理
解を主眼としている。しかし，近年の歴史学では「日
本の国風文化においては，中国文化の影響は強まりこ
そすれ，弱まるということはなかった」’）とする従来
とは異なった立場をとる研究者が多くなっている。 ま
た，筆者はこれまで，指導要領社会科の内容と方法の
分析を通して，社会認識を支える豊かな歴史像を描か
せるための手段としての文化史の内容選択と授業構成
が必要であることを指摘してきた。そのためには，こ
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れまでのように，平安時代の文化として国風文化のみ
を取 り上げ，貴族文化としての内容的特色の理解を図
るのではなく，この時代に生きたさまざまな人々の生
活や文化を卜－タルにとらえ，具体的な時代像の構築
を可能にすることが求められる。そこで，この時代の
文化を素材として授業を構成する際に，貴族社会にお
ける国風文化 の位置付けや，国風文化の底流に流れる
他の階層の人々の生活や文化との接点を明らかにする
とともに，さらにその接点を活用して，この時代の人々
の生活や文化を探る。そして，それらを分析的に考察
を深めることで，貴族層の没落の要因等，時代構造の
本質を見通す知識に到達できる授業を構成する。
２．授業構成の視点
本授業 モデル4）は，平安時代に展開されたさまざま
な階層の人々の生活や文化について考察することを通
して，高度な文化を成立させ，政治的にも栄華を極め
た貴族層が表面的な華麗さとは裏腹な貧弱さのために
勢力を失っていった理由の一端を豊かな歴史像を描く
ことによって説明することをめざしている。そのため
に年表などから貴族層の没落を発見させることによっ
て小単元をつらぬく問い(B.  Q.) として，「高度な
文化を成立させた貴族層が弱体化し，権力を失 ってい
たのはなぜか」を最初に設定し，３つのパートから迫っ
ていくことでB.  Q. に対応する知識に到達させようと
する基本的な構造をもたせた。パート１では，国風文
化を扱い，本小単元の導入的な位置付けをもたせる。
ここでは，小学校での学習経験などを もとに「国風文
化はどのようにして形成されたか」について探ること
により，国風文化の特色をとらえさせるとともに貴族
｡と他の階層の人々の文化の接点を意識させることを主
たるねらいとする。また，国風文化の特色からこのよ
うに高度な文化を成立させたにもかかわらず，貴族層
・はなぜ没落したのかという, B.  Q. に関わる問題意識
を持続できるようにする。パート２では，人々の身辺
生活を扱い， 本小単元の中核的な位置付けを もたせ
「平安時代の人々はどのような生活を送ったか」 につ
いて探ることにより，各階層の生活や文化を明らかに
し，それらの分析的・総合的考察を通して仮説化を行
ない, B.Q. に対応する知識に到達できるようにする。
パート３では，人々の信仰生活を扱い，丁平安時代の
人々は何を願ってどのような信仰生活を送ったか」に
ついて探ることにより，各階層の信仰生活を明らかに
し，それらの分析的・総合的考察によりパート２で到
達した，貴族層の弱体化と没落の要因を検証できるよ
うにする。
３，知識と問いの構造
ここでは，小単元の基本的内容を到達すべき概念的
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知識として命題化しそれらの命題を探求するための問
いを組織する。なお問いの構造は，紙幅の関係からパー
ト２の部分を詳述する。
○　 到達させたい知識
貴族は，高度な文化を成立させたが，その生
活文化は生産と直結して富を蓄え，新しい感
覚で経営をすすめた地方領主や，貧しさに耐
え，したたかに生きた庶民と比較すると，消
費的・形式的なものであった。その生活様式
の不合理さ・不自然さが貴族層を精神的にも
肉体的にも脆弱化させ，彼らが権力を失って
いく要因のひとつを形成した。
パ ー ト １
Ａ,国風文化は，きわめて狭小な貴族社会 に
おいて，公の唐風文化に日常生活と結びつい
て長く培われてきた私的な文化が取り入れら
れ，洗練されて生み出されたものである。
Ａ-1 遣唐使停止後 も貴族 の中国文化への憧
れは強く，貴族社会は唐風文化が基調で
あり，急に国風化されたわけではない。
Ａ-2 国風文化の内容には， かな文字 による
文学作品や，寝殿造，大和絵，浄土教芸
術などがある。
Ａ-3 かな文字は，生活と密 着した形で生 ま
れ，発達してきた。
Ａ-4 かな文字は， 日本語表記 に重宝なもの
であったが，貴族社会では，かなは表向
きは尊重されなかった。しかし，男性よ
り自由な立場にあった女性により，かな
が使用されたため，文学として発達した。
Ａ-5 貴族の女性にとって，文学活動μ， 自
分か仕える后の評判を高めるための手段
であり，自分の教養や能力の高さを示す
ための手段でもあった。
パート２
Ｂ,貴族の消費的で，儀式化・形式化された
生活は，貴族層を脆弱にしたのに比べ，地方
領主は，生産と直結した新しい生活様式であ
り，新興階層のエネルギーを感じさせる。いっ
ぼう庶民 は，社会的には未だ自立していない
が，その生活ぶりは打ち拉がれたものでなく，
したたかで健康的な一面を もっていた。
B-1 儀式化・形式化された貴族 の生活様式
は，貴族層を精神的にも体力的にも脆弱
化させた。
Ｂ-2 地方領主の生活 は， 衣食住が豊かな富
と生産に裏付けられ，儀礼や形式に縛ら
れず，貴族よりはるかに自由で健康的な
ものであった。
Ｂ-3 庶民 は，戸外での生産活動に従事する
ことが多 く，食欲も旺盛で貴族よりはる
かに活動的で健康的な生活を送っていた。
パ ー ト ３
貴族の信仰生活は，日常生活と同様華美で消
費的なものであり，地方領主もそれを模倣し
た。しかし，地方領主は，村人の信仰心を利
用して支配を強めるために造寺造仏を行なう
など，信仰に対する新しい考えもあわせもっ
ていた。いっぽう庶民は，信仰によって救わ
れたとはいえないが，それでも信仰にすがろ
うとする現世認識の深刻さがあった。
Ｃ討 貴族の信仰の動機 は， 現世利益と極楽往
生であり，人間的な願いである。　しかし，
その信仰の方法は，盛大な加持祈祷や造寺
造仏に没頭した形式的で消費的なものであっ
たＯ
Ｃ-2 地方領主の信仰は，貴族の模倣が多い が，
支配強化のために信仰を利用する信仰に対
する新しい考えがあった。
Ｃ-3 当時 の仏教の教えで は， 庶民 は救われた
とはいえないが，厳しい現実に生きた庶民
は，来世で少しでも救われることを願って
信仰にすがった。
Ｏパート２の問いの構造
〈小単元をつらぬ〈 問い〉
高度な文化を成立させた貴族が，弱体化し，
権力を失っていったのはなぜか。
Ｂ。平安時代の人々はどのような生活を営
んでいたのか。
Ｂ－１　貴族の生活様式は，彼らの思想や行動にと
のように影響したか
Ｂ－レア貴族の生活基盤は何か
Ｂ－レイ貴族のすすめた宮廷政治とはどんなものか
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B-l-i 貴族の政治はどこで行なわれていたか
Ｂ-1-ｴ 年中行事や儀式はどのように行なわれたか
Ｂ-1一才貴族の衣生活はどのようなものであったか
Ｂ-1-ｶ 貴族の食生活はどのようなものであったか
Ｂ－２　地方領主の生活文化は，貴族と比べ，どの
ような特色があるか
B-2-了地方領主はどのような生活を営んでいたか
B-2-ｲ 地方領主の生活は，同じ裕福さでも貴族と
どんな違いがあるか
Ｂ－３　貢納や労役で苦しい筈の庶民が，絵巻の世
界ではエネルギッシュに描かれているのは
なぜか
B-3-ｱ 庶民 の家屋や衣服はどのようなものだった
か
Ｂ-3-ｲ 庶民の生活は貴族と比べてどのような特徴
があるか
B-3-1)貴族は，庶民をどのようにみていたのか
Ｂ-3-ｴ 庶民の食生活はどのようなものであったか
Ｖ　終わりに
本研究は，中学校社会科歴史における，文化史学習
の現状を分析し，その改善のための新しい文化史学習
のモデルを構想したものである。本モデルでは，指導
要領を中心とした文化史の内容分析から指摘しえた６
つの問題点のうち，平安時代の文化をとらえる視点を
広げることによって，「基層文化をとらえる時 間と空
間の幅の狭小性」，「文化創造の生活性への視点 の欠
如」，「文化創造の地域性への視点の欠如」，「内容過
多 による知識の羅列的傾向」を改善した。また，方法
では，先行事例の分析を通して明らかにした授業過程
の６類型の中から，本モデルの小単元全体では，「並
列深化集成型」の授業過程を組み込むことにより，生
徒がひとつの問題意識を持続させつつ各パート単位の
学習に取り組めるよう構造化した。 各パ ートでは，
「集成深化型」 の授業過程を組み込むことにより， 資
料等から得られる事実的知識を分析し，比較考察させ
ることによって，豊かな時代像を描けるように配慮し
た。さらに，本モデルは，３つの階層の生活と文化を
取り上げたことにより，古代から中世への歴史の変動
を文化の側面からも具体的に説明可能にしたものであ
るといえる。
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